
 

様式 C-19 

科学研究費補助金研究成果報告書 

平成 ２１年 ５月 １日現在 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

研究種目：基盤研究（B） 

研究期間：2005～2008 

課題番号：17320125 

研究課題名（和文） 弥生時代における北部九州と朝鮮半島における交流史の考古学的研究 

                     

研究課題名（英文） Archaeological Research on the Relationship between Northern Kyushu 

and Southern Korean Peninsula of the Yayoi Period 

研究代表者 

宮本 一夫（MIYAMOTO  KAZUO） 

 

 研究者番号：60174207 

 
 
 
研究成果の概要：1952 年に東亞考古学会によって発掘調査された壱岐カラカミ遺跡資料には、

楽浪土器や三韓土器などが出土しており、弥生時代の対外交流史を考える上で重要な遺跡であ

った。しかし、これらの資料は永らく公開されないままであり、またその位置付けも不明なま

まであった。本研究では、カラカミ遺跡の東亞考古学会調査付近を再発掘することにより、東

亞考古学会資料を再評価し、楽浪土器や三韓土器の位置づけを明らかにするとともに、遺跡の

総合的な評価から、弥生時代の対外交流史を明らかにするものである。 
 
 
 
交付額 
                               （金額単位：円） 

 直接経費 間接経費 合 計 
2005 年度 4,100,000 0 4,100,000 

2006 年度 3,300,000 0 3,300,000 

2007 年度 3,600,000 1,080,000 4,680,000 

2008 年度 3,500,000 1,050,000 4,550,000 

  年度  

総 計 14,500,000 2,130,000 16,630,000 

 
 
研究分野：人文学 
科研費の分科・細目：史学・考古学 
キーワード：考古学、対外交流史、カラカミ遺跡、東亞考古学会、壱岐、弥生時代、楽浪土器、

三韓土器 
 
１．研究開始当初の背景 
 カラカミ遺跡は、1952 年に東亞考古学会
によって発掘調査され、また 1977 年に九州
大学考古学研究室によって発掘調査されな
がらも、それらの資料は公開されないままで
あった。さらに、その後の長崎県教育委員会
の遺跡範囲確認調査によって、カラカミ遺跡
が環濠集落である可能性が高まったが、その
遺跡が弥生時代の対外交流史上あるいは壱
岐の先史時代において如何なる位置づけに

あるかは不明であった。 
 
 
２．研究の目的 
 1952 年の発掘調査では楽浪土器や三韓土
器が出土し、楽浪郡や朝鮮半島南部との交流
が存在することが明らかとなっていたが、そ
の交流の実態やそもそもそれらの資料が遺
跡のどういう環境から出土したかも不明で
あった。とりわけ、それら発掘資料が公開さ



れておらず、資料分析も不可能な状態であっ
た。2004 年の試掘調査により、東亞考古学
会調査地点付近にも環濠などの遺構や遺物
が良好に存在している可能性が高まった。そ
こで、東亞考古学会調査付近で再発掘調査を
行うこととし、その調査成果から、東亞考古
学会発掘資料を位置付ける、あるいは再評価
することにより、楽浪土器・三韓土器を含め
た弥生時代の対外交流の実態を復原すると
ともに、カラカミ遺跡が弥生時代の対外交流
に果たした役割を明らかにすることが研究
目的である。 
 
 
３．研究の方法 
 1984 年にカラカミ遺跡第 2 地点の様相が
一応判明していたので、カラカミ遺跡第１地
点を中心として発掘調査を実施した（図１）。
これによって不明であった 1952 年の東亞考
古学会発掘調査地点を明らかにするととも
に、当時の発掘日誌に示された層位関係を現
在の発掘調査によって得られた知見と総合
化することにより、1952 年調査資料を再評
価することとした。また、環濠内土壌や混貝
土層の土壌資料を水洗選別することにより、
動物骨や炭化植物種子を採集し、当時の食生
活や古環境を復原することとした。また、土
層内のプラントオパール分析、出土木材の樹
種同定、炭化物の放射性炭素年代など理化学
的な調査分析も取り入れ、総合的にカラカミ
遺跡の歴史的位置づけを行うことから、1952
年東亞考古学会資料を再評価することとし
た。 

図 1 第１地点のトレンチ配置 

 
 
４．研究成果 
 2005 年～2008 年によるカラカミ遺跡発掘
調査により、香良加美神社が位置する丘陵を

囲むように弥生時代の環濠が存在すること
が推定された（図 2）。また、カラカミ遺跡は
弥生時代中期後葉から弥生時代終末期・古墳
時代初頭という時期に限られた集落遺跡で
あることが明らかとなった。 
 

図 2 環濠の想定配置図 

 
1952 年の東亞考古学会調査区はこれらの

環濠の外側に位置することが確かめられた。
その中でもカラカミ遺跡の環濠東側に位置
する第 2地点付近からは、楽浪土器や三韓土
器が集中的に出土しており、渡来系の人々が
集住していた可能性もある。一方、南側に位
置する第 1地点からは住居址４棟など多数の
遺構が発見された。その中でも、２号住居址
や 4号住居址は鉄生産に係わる住居址である
可能性がある。また、弥生後期の４層からは
鍛冶炉が 3基以上発見されたとともに、鞴の
羽口も発見され、第 2地点は集中的に鉄器の
鍛冶生産が行われていた集落地点である可
能性が高い。 
一方、4層からは 40 個体以上の大形アワビ

の殻が集中して出土しており、アワビおこし
の出土とともに、集中的にアワビの採集が行
われていたことが明らかとなった。漁撈具の
存在からもカラカミ遺跡の住民は漁撈民で
ある可能性が高い。集中的にアワビの採集が
行われていることは、自家消費というよりは
干しアワビとしての交易の対象品であった
可能性が高い。鉄器の加工なども交易の対象
として遺跡内で再加工されていた可能性が
高い。一方では土壌のフローテーションによ
って多量に発見されたコムギあるいはコメ
は、周辺の地形環境からすれば、ここで生産



されていた可能性もあるが、一方では交易に
よってもたらされた可能性の方が高いであ
ろう。さらに、糸島系の土器以外に遠賀川以
東系土器など他地域系統の土器も多数出土
しており、楽浪土器や三韓土器の存在ととも
に、カラカミ遺跡が交易拠点であった可能性

突然のはじま
り

を明らかにすることができたので
る。 

者、研究分担者及び連携研究者に
下線） 

を物語っている。 
 壱岐・糸島系の弥生土器が多数出土した韓
国南海岸の勒島遺跡は、同じく交易拠点の遺
跡であるが、その存続年代は弥生中期初頭か
ら後期初頭までに併行している。カラカミ遺
跡は弥生中期後葉にはじまり、古墳時代初頭
に終焉を迎えることからも、両遺跡は年代的
に言って相互補完的な関係にあろう。すなわ
ち壱岐・糸島系住民が勒島に直接赴いて交易
を行う段階から、壱岐に交易拠点を置いて対
外交易を行うという、対外交流関係の転換が
図られたのがカラカミ遺跡の

と関係しているであろう。 
このように、カラカミ遺跡の再調査により

1952 年の東亞考古学会資料を正当に評価す
ることが可能となるとともに、カラカミ遺跡
の性格を理解することが可能となった。さら
には弥生時代における対外交流史の転換と
その構造
あ
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